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マイコプラズマ肺炎が流行しています！

マイコプラズマ肺炎は、肺炎マイコプラズマという細菌に感染することによって起こる呼吸器感染症

です。小児や若年層を中心に全年齢で１年を通して報告があり、秋冬に増加する傾向にあります。

＜症状＞
潜伏期間は2～3週間です。発熱、全身倦怠感、頭痛、咳等

の症状がみられ、３～４週間程度続くのが特徴です。一部の人

では、肺炎となったり、重症化することがあります。
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マイコプラズマ肺炎とは

マイコプラズマ肺炎の報告数は、2024年23週（6/3～9）あたりから全国的に急増しています。43週

（10/21～27）、定点医療機関あたりの報告数は、全国で2.49と過去最多を更新しました。福島県では

3.29、県南地域では12.0と、全国値を上回っています。

福島県感染症

発生動向調査報告▶

基本的な感染対策

＜感染経路＞
・飛沫感染 ・接触感染

福島県の報告数の多くを県南地域が占めて

おり、感染の流行が目立っています。

マスクの着用や換気、石けんによる手洗い

やアルコールによる手指消毒等、基本的な感

染症対策が大切です。

福島県では、特に県南地域からの報告数が多いです

医療従事者の方へ
「マイコプラズマ感染症（マイコプラズマ肺炎）の急増にあたり、その対策について」の提言が

出され、医療者向けの留意点が示されました。内容についてご確認ください。

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/001320926.pdf
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